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研究の全体概要 

 

サブテーマ 1 では、災害・事故等の非定常状況下における化学物質への曝露状況を迅速に把握する

ため、動力が必要ない小型携帯捕集法の一つである拡散型パッシブサンプラーを、VOC の個人曝露量把

握方法として検討する。PRTR 対象物質を中心とした対象物質の捕集速度（サンプリングレート）を実

測していく過程で、サンプリングレートに大きく影響を与える環境条件（風速、湿度、温度、濃度変化

等）を明確化する。加えて、各 VOC の化学構造式や物性値を用いたサンプリングレートの理論的推算

方法を確立することで、数百物質以上の網羅的な VOC のサンプリングレートデータベースを構築する。

また、VOC 以外の準揮発性有機化合物（SVOC）には拡散型パッシブサンプラーを適用できないため、研

究代表者らにより有効性が示されているシリコーンパッシブ法に関して、【S-17】で選定された高懸念

物質や PRTR 対象物質を中心に適用可能な物質の種類やその濃度範囲を把握する。さらに、シリコーン

パッシブ法における SVOC の捕集機構が明らかではないため、環境条件の影響を含めた捕集機構を解明

し、幅広い物性を持つ SVOC に対して適用可能な個人曝露量評価方法を検討する。 

 サブテーマ 2 では、農薬類等の親水性有機化合物の流出をモニタリングするために適した、親水性

有機化合物積算サンプラー(POCIS)による、災害・事故時の水環境汚染モニタリング手法の開発を検討

する。実際の流出事故を想定し、油などが高濃度で共存する条件における性能を評価する。また、未知

の化学物質の流出を想定し、流出物質を迅速に同定・定量するため、機器分析とデータベースを組み合

わせたターゲットスクリーニング分析を適用する。さらに、POCIS の校正試験を簡略化するために、

POCIS の構成要素(膜と吸着剤)と対象化学物質を用いた簡易試験系を構築する。加えて、これまで未検

討であった、金属類による災害・事故時の水環境汚染をパッシブサンプラーによってモニタリングす

る手法も開発する。 
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